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美輪 明宏  音楽会〈愛〉ほか�

平成17年度�

まちの予算�

町民意識調査の結果�

平成17年度�

指定管理者が決定�
さくらまつり　ほか�

地域保健福祉審議会委員募集　ほか�
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子ども家庭支援センターひばり



国
の
経
済
見
通
し
で
は
、
日
本
の

経
済
情
勢
は
、
企
業
業
績
が
回
復
基

調
に
あ
る
と
し
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
企
業
業
績
の
回
復
基
調
が
、

所
得
の
回
復
や
雇
用
の
回
復
に
必
ず

し
も
つ
な
が
る
状
況
と
は
な
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。

瑞
穂
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
宅
地

お
よ
び
商
業
地
の
基
準
地
価
は
前
年

に
引
き
続
き
下
落
傾
向
を
示
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
安
定
的
財
源
で
あ
る

固
定
資
産
税
の
落
ち
込
み
が
続
く
も

の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
三
位

一
体
改
革
に
お
け
る
国
庫
補
助
・
負

担
金
削
減
の
枠
組
み
は
、
大
筋
で
合

意
さ
れ
た
も
の
の
、
本
格
的
な
税
源

移
譲
は
１８
年
度
に
行
う
と
し
て
お
り
、

１７
年
度
の
財
政
状
況
も
厳
し
い
も
の

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

瑞
穂
町
は
、
こ
の
よ
う
な
財
政
構

造
の
変
革
を
克
服
し
、
将
来
都
市
像

の
実
現
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
に
も
増

し
て
自
立
性
を
示
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

新
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
、

「
各
種
施
策
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
の

創
意
と
工
夫
を
心
掛
け
、
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
。
そ
の

た
め
に
は
、
町
財
政
の
状
況
を
認
識

す
る
と
と
も
に
、
国
・
都
の
制
度
変

更
等
の
動
向
に
十
分
留
意
し
、
財
源

確
保
に
努
め
る
こ
と
、
ま
た
、
真
に

必
要
な
施
策
を
選
択
す
る
こ
と
」
を

指
示
い
た
し
ま
し
た
。

以
下
、
長
期
総
合
計
画
の
施
策
体

系
に
添
っ
て
、
重
点
施
策
を
中
心
に

申
し
上
げ
ま
す
。◆

◆
◆

昨
年
１０
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
家

庭
ご
み
の
一
部
有
料
化
・
戸
別
収
集

に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
順
調
に

推
移
し
て
い
ま
す
。
ご
み
の
減
量
と

再
資
源
化
を
進
め
、
循
環
型
社
会
の

実
現
に
向
け
て
着
実
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

ま
た
、
町
の
要
望
を
受
け
、
現
在

防
衛
施
設
庁
が
進
め
て
い
る
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
周
辺
国
有
地
の
公
園
化

事
業
で
す
が
、
秋
に
は
完
了
し
ま
す

の
で
、
こ
れ
を
無
償
で
借
り
受
け
、

環
境
学
習
と
町
民
の
憩
い
の
場
と
し

て
有
効
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

緑
の
保
全
で
す
が
、
保
存
樹
林
地

指
定
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

都
市
基
盤
づ
く
り
で
は
、
箱
根
ヶ

崎
駅
西
、
殿
ヶ
谷
両
地
区
の
土
地
区

画
整
理
事
業
や
都
市
計
画
道
路
福

３
・
４
・
２６
号
線
お
よ
び
３
・
５
・

２４
号
線
整
備
事
業
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
栗
原
地
区
に
お
い
て
は
、

土
地
区
画
整
理
の
事
業
化
に
向
け
た

本
格
的
な
調
査
を
行
い
ま
す
。

地
域
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
生
活
道
路
の
整
備
・
改
修
に
つ
き

ま
し
て
は
、
引
き
続
き
積
極
的
に
推

進
し
ま
す
。

市
街
化
調
整
区
域
の
下
水
道
事
業

に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
決
定
お
よ

び
事
業
認
可
の
手
続
き
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

公
共
交
通
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

箱
根
ヶ
崎
駅
東
西
自
由
通
路
お
よ
び

橋
上
駅
舎
が
完
成
し
ま
し
た
の
で
、

今
後
は
利
便
性
を
よ
り
一
層
高
め
る

た
め
、
八
高
線
の
増
発
に
向
け
て
の

要
請
を
関
係
機
関
に
対
し
粘
り
強
く

行
っ
て
い
き
ま
す
。

施
政
方
針

平
成
１７
年
度

「
人
と
自
然
が
織
り
な
す
ま
ち

み
ず
ほ
」
の
実
現
に
向
け
て

環
境
と
共
生
す
る

ま
ち
づ
く
り

平
成
１７
年
第
１
回
瑞
穂

町
議
会
定
例
会
で
、
石
塚

町
長
か
ら
１７
年
度
の
施
政

方
針
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

箱根ヶ崎駅
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防
災
で
は
、
消
防
団
第
３
分
団
車

庫
の
建
設
と
殿
ヶ
谷
防
災
倉
庫
の
撤

去
・
新
設
を
行
い
、
防
災
体
制
を
強

化
し
ま
す
。

元
狭
山
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
拠
点
と
な
る
地
域
施
設
の
建
設

に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
長
岡
地
区

で
は
、
地
域
づ
く
り
の
拠
点
施
設
の

設
置
に
向
け
、
地
元
の
方
々
と
の
協

議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
町
営
グ
ラ
ン
ド
庭
球
場
の
照

明
塔
や
町
営
プ
ー
ル
の
改
修
を
行
い

ま
す
。

ま
た
、
箱
根
ヶ
崎
駅
前
交
番
の
設

置
に
よ
り
、
地
域
の
防
犯
体
制
が
強

化
さ
れ
ま
す
。
各
地
域
の
町
民
の

方
々
と
協
働
し
て
、
さ
ら
に
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

町
の
活
力
増
進
に
欠
か
せ
な
い
商

業
振
興
対
策
で
す
が
、
瑞
穂
町
商
店

街
振
興
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
た
各
取

り
組
み
の
具
体
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
役
場
庁
舎
の
一
部
を
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
に
提
供
し
、
町
民
の
雇
用

機
会
の
拡
大
に
つ
な
げ
ま
す
。
併
せ

て
、
最
近
の
消
費
者
を
取
り
巻
く
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
、

消
費
者
相
談
の
窓
口
も
同
時
に
設
置

し
ま
す
。

殿
ヶ
谷
地
区
に
大
型
店
舗
の
出
店

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
利
便
性

の
向
上
や
地
域
環
境
の
維
持
・
確
保
、

地
元
雇
用
の
促
進
等
に
向
け
て
の
協

議
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ず
、
児
童
・
高
齢
者
・
障
害
者

の
福
祉
と
保
健
を
一
体
と
し
た
瑞
穂

町
地
域
保
健
福
祉
計
画
の
改
定
を
行

い
ま
す
。

児
童
福
祉
事
業
と
し
て
、
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
事
業
や
地
域
組
織
化
事
業
の
ほ

か
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
在
宅
サ
ー

ビ
ス
事
業
な
ど
を
通
じ
て
、
総
合
的

に
子
育
て
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
認
可
外
保
育
所
利
用
者
補
助

事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
事
業
で
す
が
、
高
齢

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
寿
楽
に
、
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
し
、
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
、
事
務
の
効
率
化
お
よ
び
経
費

の
節
減
を
図
り
ま
す
。

高
齢
者
の
就
業
機
会
の
拡
大
を
担

う
拠
点
と
し
て
、（
仮
称
）
シ
ル
バ
ー

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
新
築
工
事
に
着
手
し

ま
す
。

学
校
教
育
関
係
で
す
が
、
学
校
施

設
の
震
災
時
に
お
け
る
安
全
の
確
保
、

ま
た
、
地
域
の
避
難
施
設
と
し
て
の

機
能
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
１７
年

度
は
第
五
小
学
校
の
耐
震
診
断
調
査

を
実
施
し
ま
す
。
順
次
行
っ
て
い
ま

す
学
校
ト
イ
レ
改
修
に
つ
い
て
は
、

第
一
小
学
校
と
瑞
穂
中
学
校
の
２
校

で
工
事
を
行
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

第
二
小
・
第
五
小
学
校
プ
ー
ル
の
設

備
等
の
改
修
工
事
や
、
第
二
中
学
校

除
湿
温
度
保
持
機
能
復
旧
工
事
の
設

計
を
行
い
、
計
画
的
に
教
育
環
境
を

向
上
し
て
い
き
ま
す
。

国
際
化
施
策
で
す
が
、
昨
年
に
続

き
日
米
親
善
演
奏
会
と
国
際
化
推
進

派
遣
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
１８
年
度
が
初
年
度
と
な
る
瑞

穂
町
長
期
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

の
策
定
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
第
三
次
行
政
改
革
大
綱
を

策
定
し
、
行
財
政
改
革
の
推
進
に
努

め
る
と
と
も
に
、
各
事
業
の
目
標
や

成
果
を
検
証
し
、
事
業
の
見
直
し
を

図
る
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
推
進
し

ま
す
。

事
業
の
推
進
に
あ
た
り
、
経
費
節

減
を
徹
底
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
歳
入
面
に
お
い
て
も
、
公

平
・
的
確
な
課
税
お
よ
び
徴
収
率
の

向
上
な
ど
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め

る
と
と
も
に
、
国
・
都
支
出
金
な
ど

の
特
定
財
源
の
確
保
に
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

◆
◆
◆

以
上
、
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、

１７
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
重
点
的

な
財
源
の
配
分
を
心
掛
け
ま
し
た
。

全
職
員
が
常
に
、
町
民
福
祉
の
さ

ら
な
る
向
上
と
、
効
率
的
か
つ
効
果

的
な
事
業
展
開
を
念
頭
に
置
き
、
鋭

意
努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す

の
で
、
町
民
の
皆
様
の
絶
大
な
る
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

問
合
せ

企
画
課�５

５
７
―
７
４
６
８

平成17年度　施政方針

自
ら
を
高
め

互
い
を
認
め
合
う

ま
ち
づ
く
り

計
画
の
推
進
分
野

シルバーワークプラザ完成予想図

活
力
あ
る
生
活
を
支
え
る

ま
ち
づ
く
り
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施
政
方
針
に
沿
っ
て
各
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

�
廃
棄
物
の
資
源
化
と
ご
み
減
量
化
の
促
進

�
地
区
別
ご
み
収
集
委
託
…
…
…
…
１
億
９
５
０
２
万
円

�
生
ご
み
処
理
機
器
購
入
費
助
成
金
…
…
…
４
６
１
万
円

�
公
園
・
緑
地

�
吉
野
橋
だ
れ
で
も
ト
イ
レ
新
設
事
業
…
…
９
４
９
万
円

�
保
存
樹
林
地
等
奨
励
金
…
…
…
…
…
…
…
２
８
９
万
円

�
保
存
樹
木
診
断
調
査
委
託
…
…
…
…
…
…
…
…
４７
万
円

�
都
市
基
盤
づ
く
り

�
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

…
５
億
９
１
８
５
万
円

�
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
２６
号
線
築
造
工
事

（
飯
能
街
道
の
ザ
・
モ
ー
ル
北
側
）
…
９
５
２
０
万
円

�
殿
ヶ
谷
土
地
区
画
整
理
組
合
助
成
金
…
９
０
０
０
万
円

�
栗
原
土
地
区
画
整
理
事
業
調
査
業
務
委
託

…
３
５
４
２
万
円

�
防
災

�
消
防
団
第
３
分
団
（
石
畑
地
区
）
車
庫
等
新
設
事
業

…
４
４
３
０
万
円

�
殿
ヶ
谷
防
災
倉
庫
新
築
等
工
事
…
…
…
…
５
２
３
万
円

�
防
災
用
井
戸
水
質
検
査
・
実
態
調
査
委
託…

２
６
１
万
円

平成17年度

まちの
予　算

予
算
の
使
い
道

平
成
１７
年
度
の
主
な
事
業

一般会計

歳 入
町税町税
5959億5,8315,831万円万円
（51.051.0％）％）

町税
59億5,831万円
（51.0％）

都支出金都支出金
1313億8,8268,826万円万円
（11.911.9％）％）

都支出金
13億8,826万円
（11.9％）

繰入金繰入金
7億9,4019,401万円万円
（6.86.8％）％）

繰入金
7億9,401万円
（6.8％）

国有提供施設等所在
市町村助成交付金等
6億8,879万円（5.9％）

国庫支出金
6億2,940万円（5.4％）

町債
5億3,340万円（4.6％）

その他  6億4,482万円（5.5％）

地方消費税交付金
4億1,600万円（3.6％）

地方交付税  1億7,700万円（1.5％）
使用料および手数料
2億2,131万円（1.9％）

地方譲与税  2億2,100万円（1.9％）

町税の内訳

固定資産税固定資産税
3131億1,9951,995万円万円
（52.352.3％）％）

固定資産税
31億1,995万円
（52.3％）

町民税町民税
1919億7,6307,630万円万円
（33.233.2％）％）

町民税
19億7,630万円
（33.2％）

都市計画税
5億3,497万円
（9.0％）

町たばこ税
2億7,806万円
（4.7％）

軽自動車税
4,903万円
（0.8％）

問合せ　財政課　�557―7483

一般会計

116億7,230万円
「新たな瑞穂の創造に向けた予算」

一般会計の歳入と歳出の内訳は、

円グラフのとおりです。

※（ ）内の数字は構成比
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総務費
18億7,555万円
（14.1％）

教育費　
17億4,604万円
（13.1％）

衛生費　
14億6,906万円
（11.0％）

普通建設事業費
32億8,230万円
（24.6％）

補助費
20億3,500万円
（15.2％）

物件費　
19億6,048万円
（14.7％）

繰出金
18億5,834万円
（13.9％）

土木費
18億5,673万円
（15.9％）

歳 出

民生費
34億8,646万円
（29.9％）

総務費
17億7,250万円
（15.2％）

衛生費　
15億9,451万円
（13.7％）

教育費　教育費　
1414億6,6696,669万円万円
（12.612.6％）％）

教育費　
14億6,669万円
（12.6％）

消防費
5億8,358万円
（5.0％）

公債費
4億5,975万円（3.9％）

その他
4億5,208万円
（3.8％）

人件費　
21億7,876万円
（18.7％）

補助費
21億7,058万円
（18.6％）

物件費　
21億652万円
（18.0％）

繰出金
18億2,129万円
（15.6％）

扶助費
15億7,340万円
（13.5％）

目 的 別

�
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

�
（
仮
称
）
元
狭
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
新
築
事
業

…
８
１
０
０
万
円

�
長
岡
地
域
施
設
建
設
用
地
取
得
…
…
…
８
４
７
０
万
円

�
町
営
グ
ラ
ン
ド
庭
球
場
照
明
塔
改
修
事
業

…
３
７
６
６
万
円

�
町
営
プ
ー
ル
改
修
事
業
…
…
…
…
…
２
１
６
１
万
円

�
商
業
の
振
興

�
新
元
気
を
出
せ
商
店
街
事
業
補
助
金
…
１
４
０
万
円

�
そ
の
他

�
庁
舎
別
棟
改
修
事
業
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
受
け
入
れ
と

消
費
生
活
相
談
室
の
設
置
）
…
…
…
…
１
６
２
５
万
円

�
福
祉

�
（
仮
称
）
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
新
築
事
業

…
１
億
７
８
１
６
万
円

�
地
域
福
祉
計
画
見
直
し
事
業
…
…
…
…
１
１
５
７
万
円

�
認
可
外
保
育
所
利
用
者
補
助
事
業
…
…
１
１
１
１
万
円

�
学
校
教
育

�
第
一
小
・
瑞
穂
中
ト
イ
レ
改
修
事
業

…
１
億
６
９
８
１
万
円

�
第
二
小
プ
ー
ル
循
環
ろ
過
機
取
替
事
業

…
７
０
０
万
円

�
国
際
化
施
策

�
国
際
化
推
進
派
遣
事
業
委
託
…
…
…
…
…
３
２
０
万
円

�
日
米
親
善
地
域
交
流
会
…
…
…
…
…
…
…
１
２
４
万
円

町民１人当たりに換算すると
が使われます３43,374円

総務費
18億7,555万円
（14.1％）

教育費　
17億4,604万円
（13.1％）

衛生費　
14億6,906万円
（11.0％）

普通建設事業費
32億8,230万円
（24.6％）

補助費
20億3,500万円
（15.2％）

物件費　
19億6,048万円
（14.7％）

繰出金
18億5,834万円
（13.9％）

教育費　
14億6,669万円
（12.6％）

普通建設事業費
12億3,600万円
（10.6％）

人件費　人件費　
2121億7,8767,876万円万円
（18.718.7％）％）

人件費　
21億7,876万円
（18.7％）

補助費補助費
2121億7,0587,058万円万円
（18.618.6％）％）

補助費
21億7,058万円
（18.6％）

物件費　物件費　
2121億652652万円万円
（18.018.0％）％）

物件費　
21億652万円
（18.0％）

繰出金繰出金
1818億2,1292,129万円万円
（15.615.6％）％）

繰出金
18億2,129万円
（15.6％）

扶助費扶助費
1515億7,3407,340万円万円
（13.513.5％）％）

扶助費
15億7,340万円
（13.5％）

公債費
4億5,975万円
（3.9％）

維持補修費
9,410万円（0.8％）

その他〈積立金・予備費〉
3,190万円（0.3％）

性 質 別

　   会　計　名　　   平成17年度　　  平成16年度　　　   比　較　   　  伸び率
　　一般会計    　   116億7,230万円　133億5,660万円　△16億8,430万円   △12.6％
　　国民健康保険　 28億2,076万円　  27億　 65万円　　　1億2,011万円　　 4.4％
　　駅西土地区画整理事業　   8億7,796万円　　5億7,767万円　　　3億     29万円　   52.0％
　　下水道事業     11億4,376万円　  15億2,767万円　  △3億8,391万円   △25.1％
　　老人保健医療　 17億   734万円　  17億1,546万円　　  　 △812万円   △  0.5％
　　介護保険事業　 12億7,503万円　  10億9,600万円　　　1億7,903万円　　16.3％
　　受託水道事業　 特別会計廃止　　　   4,920万円　　　△4,920万円　△ 100％
　　 小　計   　　　 78億2,485万円　  76億6,665万円　　　1億5,820万円　　 2.1％
　　 合　計   　　   194億9,715万円　210億2,325万円　△15億2,610万円　△　7.3％

●平成17年度予算の会計別内訳と前年度との比較

特
　
別
　
会
　
計

特別会計を含めた総額は、

194億9,715万円となり、前年度

より7.3％の減額となりました。

なお、受託水道事業費は、水

道管理業務を都へ移管したため、

廃止となります。

～総額について～

※一般会計予算を
3月1日現在の人
口で割りました。

116億7,230万円÷33,993人＝343,373.63…



　
先
月
号
よ
り
、
昨
年
９
月
に
行
わ
れ
た
第
３
次
長
期
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

を
策
定
す
る
た
め
の
町
民
意
識
調
査
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
今
月
号

は
瑞
穂
町
の
将
来
像
や
満
足
度
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

結
果
を
報
告
し
ま
す

町

民

意

識

調

査

問
合
せ
　
企
画
課
　
�
５
５
７
ー
７
４
６
８

40～49歳
13.4％

30～39歳
15.0％

20～29歳
11.6％

50～54歳
11.4％

55～59歳
11.1％

60～64歳
12.6％

65～69歳
9.3％

70～79歳
11.3％

瑞

穂

町

瑞
穂
町
に
つ
い
て

お
尋
ね
し
ま
す

瑞
穂
町
に
つ
い
て

お
尋
ね
し
ま
す

瑞
穂
町
に
つ
い
て

お
尋
ね
し
ま
す

NO.2

0 10 20 30 40 50 60

医 療 体 制 が 整 っ て い る

交 通 網 が 発 達 し て い る

福 祉 を 重 視 し て い る

良好な住宅環境が備っていて住みやすい

緑 が 豊 か で あ る

消 費 生 活 が 便 利 で あ る

水質汚濁や騒音・振動などが少なく環境がよい

安 心 し て 子 供 を 育 て ら れ る

教 育 環 境 が よ い

農 業 が 充 実 し て い る

町 民 が 活 発 に 活 動 し て い る

職 住 近 接 で あ る

文 化 的 で あ る

地 域 活 動 が 活 発 で あ る

そ の 他

無 回 答

54.054.0％
49.0％

26.9％
25.925.9％
25.2％
23.023.0％

21.7％
18.0％

12.1％

5.5％
5.3％

4.9％
4.2％

3.4％

2.8％
2.4％

町の将来像町の将来像町の将来像

医療や交通網が整ったまちになってほしい…

◇
瑞
穂
町
が
ど
の
よ
う
な
ま
ち
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
か

町の将来の姿については、前回（平成11年調査）、今回ともに、「医療」「交通網」が
整っていることが強く望まれています。特に今回は前回調査に比べ、この2つの将来
像への希望が増しています。また、「緑が豊かなまち」も前回に比べ上昇しています。
今回の調査で、利便性と自然環境への志向の高まりが、これまで以上に見られる

結果となりました。

満足度については、全体で見ると「わからない」が最も多くなっています。また、
「満足している」「どちらかといえば満足している」と考える人よりも「不満である」
「どちらかといえば不満である」と考える人の方が上回っています。
ただし、前回調査に比べると、満足感は若干ながら上昇傾向にあります。

満足している  3.3％

どちらかといえば
満足している

どちらかといえば
満足していない

わからない

26.5％ 31.1％ 26.2％

不満である  7.8％
無回答  5.1％

町政全体の満足度町政全体の満足度町政全体の満足度
◇
町
政
に
対
し
て

ど
の
程
度
満
足

し
て
い
ま
す
か

6広報みずほ　平成17年4月号
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「安心して暮らせること」を4人に3
人が挙げており、他の回答を大きく引
き離しています。
第2位の「健康的に生活できること」
は、前回より若干低下しています。
これらに次いで挙げられている

「地域の中でお互いに助け合うこと」
「住み慣れたところで住み続けられる
こと」「思いやりの心に満ちているこ
と」は、いずれもわずかながら上昇
しており、地域社会における町民同
士のつながりが深まっていくことへ
の期待が高まっていると思われます。
このことは、地域で「安心して暮ら
せる」ことにもつながるものであろ
うと考えられます。

◇これからの社会は何を重視するべきと考えますか

0 10 20 30 40 50 60 70 80

安 心 し て 暮 ら せ る

健 康 的 に 生 活 で き る

地域の中でお互いに助け合う

住み慣れたところで住み続けられる

思いやりの心に満ちている

心 の 豊 か さ を 実 感 で き る

生きがいを持ち自己実現できる

経済発展などによる活力がある

時間的なゆとりを実感できる

地域や家庭を重視している

自分の適正や能力を活かせる

自己責任や自立自助に基づいている

物質的な豊かさを実感できる

交 流 が 活 発 で あ る

そ の 他

無 回 答

社会が社会が
重視すべきこと重視すべきこと
社会が

重視すべきこと

74.5%74.5%
34.4%
27.7%
25.8%
23.2%

17.4%17.4%
16.0%
15.9%

11.8%
9.8%
7.8%
6.6%
3.3%
3.3%
0.9%
1.2%

安心して暮らしたい
回答者の74.5％

���「町民意識調査報告書」は企画課、情報公開コーナー、図書館、町ホームページでご覧いただけます���

0 10 20 30 40 50 60

土地利用の土地利用の
在り方在り方

土地利用の
在り方

生活道路・下水道・公園など身近な生活環境の整備

基地・幹線道路などの騒音や振動の対策

シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー の 誘 致

農 地 の 積 極 的 な 保 全

各 地 区 ご と に 公 共 施 設 を 配 置

既 存 市 街 地 の 商 店 街 の 活 性 化

公 営 駐 車 場 の 設 置

一 戸 建 て 中 心 の 住 宅 地 の 形 成

再開発等による商業の拠点づくり

住宅地周辺への商業施設の分散配置

工業用地の造成や工業地の拡大

工業用地を減少させ住宅地や商業地を形成

積極的な農地から住宅地への転換

拠点となる場所への公共施設の集中

集合住宅中心の住宅地の開発整備

そ の 他

特 に な い

無 回 答

12.0%

4.7%

51.7%51.7%
40.6%40.6%

17.7%17.7%

11.2%11.2%

16.4%16.4%

9.7%

15.3%

7.5%
7.7%

17.2%17.2%

5.4%

17.7%

6.9%

3.3%
3.1%
4.5%

住宅地・商業地・工業地・公共施
設・農地などの在り方について重要
だと思われるものを尋ねたところ、
「生活道路・下水道・公園などの身
近な生活環境を整備する」「基地や
幹線道路などの騒音、振動などの対
策を講じる」が1位2位と、他の回答
を引き離して挙げられています。
前回調査でも同じような結果でし

たので、生活の基盤となる施設や公
害防止など、環境の向上が引き続き
多く求められています。

◇土地利用の在り方に

ついて何が重要だと

思いますか
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